
令
和
５
年
度
県
央
支
部
総
会
を

５
月
２
７
日
（
土
）
え
び
な
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
天
気
も
良
く
少

し
汗
ば
む
ほ
ど
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

会
員
皆
様
の
安
全
安
心
を
考
慮

し
、
残
念
な
が
ら
防
衛
講
話
、
意

見
交
換
会
は
中
止
し
総
会
の
み
と

し
ま
し
た
が
、
開
始
１
時
間
前
か

ら
来
場
さ
れ
る
会
員
も
お
ら
れ
、

委
任
状
を
含
め
総
会
参
加
者
１
９

６
名
（
５
２
％
／
会
員
３
７
７
名
）

で
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
、

開
始
時
刻
１
０
時
３
０
分
に
予

定
ど
お
り
ス
タ
ー
ト
し
、
開
会
宣

言
、
国
歌
斉
唱
に
続
き
、
令
和
４

年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
５
名

の
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。
支
部
長
挨
拶
の

後
、
支
部
規
則
に
基
づ
き
議
案
の

進
行
に
際
し
、
支
部
長
を
議
長
に

選
出
し
審
議
に
進
み
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
（
令
和
４
年
度
事

業
実
施
報
告
）
、
第
２
号
議
案

（
令
和
４
年
度
会
計
報
告
）
及
び

監
査
結
果
報
告
を
実
施
し
会
員
皆

様
か
ら
異
議
な
し
、
承
認
を
頂
き

引
き
続
き
第
３
号
議
案
（
令
和
５

年
度
事
業
計
画
案
）
、
第
４
号
議

案
（
令
和
５
年
度
予
算
案
）
、
第

５
号
議
案
（
令
和
５
年
度
支
部
役

員
案
）
、
第
６
号
議
案
（
理
事
役

会
議
決
事
項
の
追
加
）
へ
進
み
、

４
年
度
実
績
同
様
、
５
年
度
計
画

等
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
令
和

５
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
別
表

第
１
及
び
別
表
第
２
の
と
お
り
で

す
。１

１
時
３
０
分
に
閉
会
宣
言
と

な
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
話
し
込
む
姿
も
見
ら
れ
、
意

見
交
換
会
（
懇
親
会
）
が
実
施
で

き
な
か
っ
た
の
が
非
常
に
残
念
に

感
じ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
位
置
付
け
が
５
類
に

格
下
げ
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
場

の
医
師
や
専
門
家
か
ら
は
懸
念
の

声
が
多
く
、
夏
に
は
海
外
か
ら
の

変
異
株
に
よ
る
第
９
波
が
予
想
さ

れ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
は
し
か
等
の
感
染
症
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
情
勢
を

良
く
見
て
、
関
係
団
体
と
も
良
く

調
整
を
取
り
、
計
画
の
実
施
に
尽

力
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
も

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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県央ニュース
隊友会の目的

・国民と自衛隊とのかけ橋
・防衛意識の普及・高揚
・慰霊顕彰事業・地域社会
の健全な発展に貢献

・退職者等の福祉の増進

発行責任者

公益社団法人 隊友会
神奈川県隊友会県央支部
支部長 藤本 正則
090-4521-9673

fuji0362@jcom.zaq.ne.jp

令
和
５
年
度

支
部
総
会
が
開
催

厚木鮎まつり納涼懇親会開催

コロナ禍により４年ぶりの開催となる「厚木鮎まつり納涼
懇親会が次の要領で実施されます。
会員の皆様にはぜひ参加していただきたいと思います。

日時：令和５年８月５日（土）１６：３０～１８：３０
場所：厚木アーバンホテル（小田急本厚木北口から徒歩５分）
住所：厚木市中町３－１４－１４
電話：０４６－２２２－３３４４
会費：￥６，０００（当日会場にて申し受けます。）
服装：軽装

問合せ先：事務局長（藤本正則）０９０－４５２１－９６７３
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令
和
５
年
度
神
奈
川
県
隊
友
会

定
期
総
会
が
６
月
１
０
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
か
な
が
わ
労
働

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
県

央
支
部
か
ら
は
藤
本
支
部
長
と
浅

野
副
支
部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
昨
年
度
及
び
昨
年
度
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
代
議
員
会
と
な
り
、

久
し
ぶ
り
の
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

定
刻
の
午
後
２
時
、
開
会
の
辞
に

続
き
国
歌
斉
唱
、
黙
と
う
、
会
長

挨
拶
、
議
長
選
出
、
議
案
審
議
へ

と
進
み
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
（
令
和
４
年
度
事

業
報
告
）
（
令
和
４
年
度
会
計
報

告
）
（
令
和
４
年
度
業
務
・
会
計

監
査
報
告
）
、
第
２
号
議
案
（
令

和
５
年
度
事
業
計
画
案
）
（
令
和

５
年
度
予
算
案
）
、
第
３
号
議
案

（
令
和
５
年
度
県
理
事
役
・
監
事

役
案
）
（
令
和
５
年
度
県
代
議
員

案
）
、
報
告
事
項
と
し
て
（
令
和

５
年
度
県
相
談
役
・
顧
問
）
（
顕

彰
者
紹
介
）
が
あ
り
、
引
き
続
い

て
会
員
３
名
に
対
し
県
会
長
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
午
後
３
時

５
分
に
閉
会
の
辞
と
な
り
ま
し
た
。

審
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
神
奈

川
県
隊
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
支
部
総
会
に
お
け

る
第
６
号
議
案
（
理
事
役
会
議
決

事
項
の
追
加
）
で
説
明
し
ま
し
た

終
身
会
員
の
隊
友
紙
購
読
料
徴
収

に
関
す
る
県
規
則
の
見
直
し
（
改

正
）
に
つ
い
て
は
、
本
日
の
第
１

号
議
案
（
令
和
４
年
度
事
業
報
告
）

の
際
に
質
問
事
項
と
し
て
提
示
し

ま
し
た
。

支
部
総
会
で
説
明
し
た
と
お
り
、

平
成
２
９
年
に
終
身
会
員
の
新
規

募
集
を
止
め
、
今
後
は
年
会
員
の

み
の
募
集
と
し
た
時
に
、
既
に
終

身
会
員
で
あ
る
方
々
の
身
分
を
保

障
す
る
と
と
も
に
年
会
費
の
納
入

方
法
を
細
か
く
規
定
し
、
県
規
則

を
大
き
く
改
正
し
ま
し
た
が
、
規

則
の
中
に
は
会
費
以
外
に
隊
友
紙

を
有
料
と
す
る
規
定
等
が
な
く
現

行
の
県
規
則
の
見
直
し
（
改
正
）

を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

当
初
、
県
事
務
局
と
し
て
は
県

規
則
の
改
正
の
意
思
は
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
最
終
的
に
県
会

長
か
ら
他
県
の
規
則
を
参
照
し
、

県
規
則
の
見
直
し
を
検
討
す
る
と

の
所
見
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
、
県
規
則
の
改
正
を
待
っ

て
、
支
部
規
則
の
見
直
し
（
改
正
）

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１
１
月
２
５
日
（
日
）
歩
き
遍
路
６
日

目
（
累
計
４
２
日
目
）
歩
行
距
離
：
３

３
．
２
キ
ロ

今
朝
も
５
時
半
に
起
床
し
た
が
、

こ
の
と
こ
ろ
起
き
る
時
に
感
じ
て

い
た
下
半
身
の
筋
肉
痛
が
和
ら
い

で
き
た
。
よ
う
や
く
身
体
が
長
距

離
の
歩
き
に
馴
染
ん
で
き
た
よ
う

だ
。
６
時
か
ら
同
宿
し
た
愛
知
か

ら
の
同
年
代
の
男
性
、
佐
賀
か
ら

の
５
０
歳
代
後
半
の
男
性
と
三
人

で
今
日
の
歩
き
を
話
題
に
朝
食
を

と
っ
た
。

６
時
４
５
分
、
日
の
出
を
待
っ

て
宿
を
出
て
、
８
．
７
キ
ロ
先
の

８
３
番
札
所
一
宮
寺
を
目
指
し
た
。

今
朝
も
吐
く
息
が
白
い
。
８
時
過

ぎ
に
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
り
モ
ー

ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
県
道

１
２
号
線
沿
い
を
歩
き
、
８
時
４

０
分
一
宮
寺
の
山
門
に
到
着
し
た
。

境
内
に
入
る
と
昨
日
会
っ
た
弁
護

士
さ
ん
遍
路
と
再
会
、
彼
は
朝
か

ら
写
経
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

今
日
も
休
日
の
た
め
、
参
拝
者

が
多
い
。
親
子
三
代
で
仲
良
く

「
お
経
」
を
唱
和
し
て
い
る
家
族

に
出
会
い
微
笑
ま
し
く
感
じ
た
。

９
時
に
一
宮
寺
を
出
て
、
１
３
．

６
キ
ロ
先
の
８
４
番
札
所
屋
島
寺
に

向
か
っ
た
。
こ
の
先
の
遍
路
道
は

高
松
市
内
を
抜
け
て
歩
く
の
だ
が
、

曲
が
り
角
の
電
柱
な
ど
に
貼
っ
て

あ
る
歩
き
遍
路
た
め
の
道
案
内
の

シ
ー
ル
が
剥
が
さ
れ
て
お
り
、
曲

が
り
角
に
差
し
掛
か
る
都
度
、
地

図
を
見
て
の
歩
き
を
繰
り
返
す
こ

と
な
っ
た
。
町
の
美
化
は
理
解
出

来
る
が
、
少
々
歩
き
遍
路
に
は
優

し
く
な
い
と
感
じ
た
。
そ
の
後
は

ス
マ
ホ
の
地
図
ア
プ
リ
を
参
考
に

し
な
が
ら
屋
島
寺
に
向
か
っ
た
。

１
０
時
半
頃
に
栗
林
公
園
に
立

ち
寄
り
休
憩
、
多
く
の
観
光
客

（
大
半
は
中
国
人
）
で
賑
わ
っ
て

い
た
。
１
２
時
前
に
讃
岐
う
ど
ん

店
に
入
り
、
昼
食
に
う
ど
ん
を
食

べ
た
。

市
内
か
ら
屋
島
へ
の
登
山
口
に

入
り
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
登
山

道
を
登
る
こ
と
３
０
分
、
標
高
２

８
４
メ
ー
ト
ル
の
屋
島
寺
山
門
に

着
い
た
。
境
内
は
源
平
合
戦
の
古

戦
場
の
観
光
地
ら
し
く
多
く
の
参

拝
者
や
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
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令
和
５
年
度

県
定
期
総
会
が
開
催

四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場

遍

路

旅

日

記

旅
人

松
岡
貞
義

８３番札所 「一宮寺」本堂前の親子連れ

８４番札所 「屋島寺」山門栗林公園屋島寺本堂 屋島寺への登山道



参
拝
後
、
次
の
８
５
番
札
所
八

栗
寺
に
向
か
う
遍
路
道
に
入
っ
た

が
、
山
頂
か
ら
一
気
に
下
る
急
斜

面
と
い
う
よ
り
は
崖
の
よ
う
な
下

り
の
道
で
あ
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
足

元
を
確
か
め
な
が
ら
下
っ
た
。
平

地
に
降
り
、
市
街
地
を
抜
け
て
八

栗
寺
の
登
山
口
に
到
着
、
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
乗
り
場
で
休
憩
し
た
後
、

急
勾
配
の
坂
道
を
登
リ
、
標
高
２

３
０
メ
ー
ト
ル
の
八
栗
寺
山
門
に

着
い
た
。
日
没
も
近
く
な
っ
て
き

た
た
め
、
急
い
で
参
拝
を
終
え
、

８
６
番
札
所
志
度
寺
に
向
か
う
遍

路
道
を
歩
い
て
山
を
下
っ
た
。
そ

の
後
、
暗
く
な
っ
た
国
道
１
１
号

線
沿
い
の
道
を
歩
い
て
５
時
半
過

ぎ
に
今
夜
の
宿
さ
ぬ
き
市
志
度
の

「
た
い
や
旅
館
」
に
投
宿
し
た
。

今
日
は
二
つ
の
山
寺
の
上
り
、

下
り
の
道
を
歩
き
、
脚
に
は
相
当

な
疲
労
を
感
じ
た
た
め
、
入
浴
し

て
じ
っ
く
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
。

四
国
霊
場
八
十
八
ヵ
所
巡
礼
も
残

す
と
こ
ろ
三
寺
と
な
っ
た
。
明
日

は
し
っ
か
り
歩
き
、
有
終
の
美
を

飾
っ
て
結
願
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

１
１
月
２
６
日
（
月
）
歩
き
遍
路
７
日

目
（累
計
４
３
日
目
）
歩
行
距
離
：
２

２
．
４
キ
ロ

昨
夜
の
旅
館
は
、
最
近
部
屋
を

洋
風
に
改
装
し
た
よ
う
で
、
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
の
床
に
ベ
ッ
ド
が
入
っ
て

お
り
、
極
め
て
快
適
で
あ
っ
た
。

今
朝
は
出
来
る
だ
け
早
く
出
発
し

た
か
っ
た
た
め
、
昨
日
コ
ン
ビ
ニ

で
買
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
で
朝
食
を
済
ま
せ
、
７

時
前
に
宿
を
出
た
。

８
６
番
札
所
志
度
寺
は
、
宿
か

ら
７
０
０
メ
ー
ト
ル
と
近
く
、
早
々

に
到
着
、
広
い
敷
地
の
境
内
に
入

り
参
拝
し
た
。
隣
の
寺
に
は
当
地

出
身
の
平
賀
源
内
の
墓
が
あ
り
、

合
わ
せ
て
参
拝
し
た
。

朝
の
集
団
登
校
の
児
童
と
す
れ

違
い
な
が
ら
県
道
１
２
号
線
沿
い

の
遍
路
道
を
歩
き
、
次
の
８
７
番

札
所
長
尾
寺
に
向
か
い
、
９
時
過

ぎ
に
到
着
し
た
。
途
中
で
相
前
後

し
て
歩
い
て
き
た
男
性
遍
路
と
女

性
遍
路
と
境
内
で
一
緒
に
な
っ
た
。

女
性
遍
路
と
本
堂
前
の
松
の
木
の

下
で
お
互
い
に
記
念
撮
影
を
し
た
。

９
時
半
頃
に
長
尾
寺
を
出
て
、

１
５
キ
ロ
先
の
最
後
の
札
所
８
８

番「
大
窪
寺
」を
目
指
し
た
。

約
５
キ
ロ
歩
い
た
と
こ
ろ
で
前
山

ダ
ム
に
到
着
、
先
ほ
ど
の
男
女
二

人
の
遍
路
も
相
次
い
で
到
着
し
た
。

湖
畔
の
「
遍
路
交
流
セ
ン
タ
ー
」

に
立
ち
寄
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
職

員
か
ら
お
茶
の
お
接
待
を
受
け
た
。

ま
た
、
地
図
を
示
し
な
が
ら
大
窪

寺
ま
で
の
ル
ー
ト
を
案
内
し
て
く

れ
た
。
大
窪
寺
に
向
か
う
に
は
、

自
動
車
道
、
林
道
そ
れ
と
山
道
を

行
く
３
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
自
分

は
迷
わ
ず
距
離
は
短
い
も
の
の
上

り
の
厳
し
い
山
道
ル
ー
ト
を
選
択

し
た
。
ま
た
、
結
願
に
伴
い
、
同

セ
ン
タ
ー
か
ら
「
四
国
八
十
八
ヶ

所
遍
路
大
使
任
命
書
」
と
バ
ッ
ジ
を

頂
い
た
。

１
１
月
２
７
日
（火
）歩
き
遍
路
８
日
目

（累
計
４
４
日
目
）歩
行
距
離
：３
０
．
８

キ
ロ５

時
半
過
ぎ
に
起
床
、
明
け
方

小
雨
が
降
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
福

島
か
ら
の
男
性
は
早
朝
に
出
発
し

た
た
め
、
埼
玉
か
ら
の
女
性
遍
路

と
二
人
で
朝
食
を
と
っ
た
。
彼
女

は
宿
の
若
女
将
に
車
で
バ
ス
停
ま

で
送
っ
て
も
ら
い
高
速
バ
ス
で
大

阪
な
ん
ば
ま
で
行
き
、
そ
の
後
電

車
で
高
野
山
に
向
か
い
、
今
夜
は

宿
坊
に
泊
ま
る
と
言
っ
て
い
た
。

６
時
４
０
分
に
宿
を
出
て
、
女

将
さ
ん
か
ら
教
え
ら
れ
た
道
に
入

り
、
約
１
９
キ
ロ
先
の
１
０
番
札

所
切
幡
寺
を
目
指
し
た
。
標
高
４

４
５
メ
ー
ト
ル
の
大
窪
寺
か
ら
国

道
３
３
７
号
線
を
ダ
ラ
ダ
ラ
と
下

リ
、
遍
路
道
を
経
由
し
て
今
度
は

県
道
２
号
線
を
歩
い
た
。
約
４
時

間
歩
い
て
よ
う
や
く
最
初
の
コ
ン

ビ
ニ
が
見
え
た
時
に
は
ホ
ッ
と
し

た
。
イ
ー
ト
ン
コ
ー
ナ
ー
で
早
め

の
昼
食
を
と
り
な
が
ら
休
憩
し
た
。

再
び
歩
き
を
再
開
、
１
１
時
４
０
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分
頃
に
切
幡
寺
の
参
道
の
入
り
口

に
着
い
た
。

し
か
し
、
本
堂
ま
で
の
往
復
の

時
間
を
考
慮
し
て
切
幡
寺
の
参
拝

は
行
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
３
キ
ロ
先

の
９
番
札
所
「
法
輪
寺
」に
向
か
っ

た
。こ

こ
か
ら
先
は
昨
年
の
夏
歩
い

た
見
覚
え
の
あ
る
道
を
歩
き
、
１

２
時
半
前
に
法
輪
寺
に
到
着
し
た
。

境
内
の
ベ
ン
チ
に
座
り
、
靴
を
脱

い
で
長
め
の
休
憩
を
し
た
。
次
の

８
番
札
所
「
熊
谷
寺
」
ま
で
の
３
キ

ロ
は
約
３
０
分
で
到
着
し
、
懐
か

し
い
多
宝
塔
の
写
真
を
撮
っ
た
。

熊
谷
寺
を
後
に
し
て
、
４
．
２

キ
ロ
先
の
７
番
札
所
「
十
楽
寺
」

に
は
３
時
前
に
到
着
、
当
初
の
計

画
よ
り
も
１
時
間
近
く
早
い
。
更

に
１
．
２
キ
ロ
先
の
６
番
札
所

「
安
楽
寺
」
に
は
１
５
分
で
着
い

た
。
そ
の
ま
ま
、
門
前
に
今
夜
の

宿
が
あ
る
５
．
３
キ
ロ
先
の
５
番

札
所
「
地
蔵
寺
」
を
目
指
し
た
が
、

流
石
に
こ
こ
ま
で
既
に
２
５
キ
ロ

近
く
歩
い
て
き
て
お
り
、
足
も
痛

く
な
っ
て
き
た
。

そ
の
時
、
前
方
か
ら
歩
い
て
き
た

二
人
の
歩
き
遍
路
と
遭
遇
し
た
。

一
人
は
私
と
同
年
代
の
区
切
り
打

ち
の
男
性
、
も
う
一
人
は
３
０
歳

代
の
通
し
打
ち
の
男
性
で
あ
っ
た

が
、
二
人
と
も
今
日
が
歩
き
初
日

と
の
こ
と
。
私
が
昨
日
結
願
し
て

１
番
ま
で
の
お
礼
参
り
だ
と
言
う

と
、
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
返
さ
れ
た
。
少
々
今
後
の
歩
き

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
別

れ
た
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
明
後
日

に
は
焼
山
寺
の
遍
路
転
が
し
の
厳

し
い
上
り
を
体
験
す
る
だ
ろ
う
が
、

是
非
と
も
頑
張
っ
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る
。

思
え
ば
、
昨
年
の
夏
、
何
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
が
む
し
ゃ

ら
に
歩
い
た
同
じ
遍
路
道
を
、
今

再
び
逆
打
ち
で
歩
い
て
い
る
自
分

を
見
て
、
歩
き
も
少
し
は
進
歩
し

た
の
か
な
と
思
っ
た
。

５
時
半
過
ぎ
に
、
今
夜
の
宿
、

民
宿「
森
本
屋
」
に
到
着
し
た
。
昨

年
６
月
２
２
日
歩
き
遍
路
初
日
に

泊
ま
っ
た
宿
が
、
く
し
く
も
歩
き

遍
路
最
後
の
宿
と
な
っ
た
こ
と
に

何
か
の
縁
を
感
じ
た
。

明
日
は
昼
前
に
は
１
番
札
所

「
霊
山
寺
」
の
お
礼
参
り
を
済
ま

せ
、
そ
こ
で
当
地
に
住
ん
で
い
る

高
校
時
代
の
同
級
生
と
再
会
の
予

定
で
あ
る
。

１
１
月
２
８
日
（
水
）歩
き
遍
路
９
日
目

（累
計
４
５
日
目
）歩
行
距
離
：９
．
２
キ

ロ
朝
６
時
、
朝
食
の
た
め
食
堂
に

入
る
と
、
昨
夜
同
宿
の
福
島
か
ら

の
男
性
遍
路
が
席
に
着
い
て
い
た
。

実
は
昨
夕
宿
に
到
着
し
た
際
、
宿

の
人
か
ら
「
大
窪
寺
か
ら
来
た
人

が
荷
物
を
預
け
て
、
１
番
ま
で
向

か
っ
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
も

し
や
と
は
思
っ
た
の
だ
が
、
案
の

定
、
彼
は
、
昨
日
朝
３
時
に
宿
を

出
て
一
気
に
山
を
下
り
、
１
０
番

か
ら
逆
打
ち
で
１
番
ま
で
回
っ
た

と
の
こ
と
。
た
だ
し
昨
日
は
４
０

キ
ロ
以
上
歩
い
た
た
め
足
の
裏
が

腫
れ
上
が
っ
た
と
言
っ
て
い
た
が
、

そ
の
健
脚
振
り
に
脱
帽
し
た
。

７
時
前
に
宿
の
女
将
さ
ん
に
見

送
ら
れ
て
、
５
キ
ロ
先
の
３
番
札

所「
金
泉
寺
」に
向
か
っ
た
。
８
時

に
仁
王
門
に
着
き
、
境
内
で
参
拝

し
た
後
、
次
の
２
番
札
所
「
極
楽

寺
」
へ
の
遍
路
道
を
進
ん
だ
。

寺
で
の
参
拝
を
済
ま
せ
て
、
昨

年
遍
路
開
始
時
に
金
剛
杖
を
購
入

し
た
納
経
所
内
の
売
店
に
立
ち
寄
っ

た
。
店
の
女
性
と
話
を
し
て
新
品

の
杖
と
比
べ
て
み
る
と
、
自
分
の

杖
は
１
０
セ
ン
チ
近
く
短
く
な
っ

て
い
た
。

極
楽
寺
か
ら
１
番
札
所
「
霊
山

寺
」
ま
で
は
１
．
４
キ
ロ
、
あ
と

残
り
少
し
で
自
分
の
四
国
一
周
の

歩
き
遍
路
が
完
結
し
「
円
」
が
つ

な
が
る
、
結
願
は
も
う
す
ぐ
そ
こ

だ
。
よ
く
も
こ
こ
ま
で
の
、
１
，

２
０
０
キ
ロ
余
を
歩
き
通
し
た
も

の
だ
と
い
う
感
傷
に
浸
り
な
が
ら

歩
い
た
。
多
く
の
遍
路
が
こ
う
い

う
気
持
ち
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
ま
歩
い
て
い
る
遍
路
道
と
、
自

分
が
歩
ん
で
き
た
人
生
と
が
重
な

り
合
う
。
自
分
の
人
生
も
決
し
て

楽
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た

が
、
遍
路
道
も
決
し
て
楽
な
道
ば

か
り
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

車
を
断
ち
、
歩
き
続
け
て
き
た
と

い
う
達
成
感
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

９
時
半
過
ぎ
に
霊
山
寺
仁
王
門

に
到
着
し
た
。
昨
年
の
夏
、
こ
こ

か
ら
自
分
の
遍
路
は
始
ま
っ
た
。

自
分
に
と
っ
て
の
結
願
は
こ
こ
だ
っ

た
。こ

う
し
て
、
２
年
を
か
け
た
歩

き
遍
路
は
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
。

こ
れ
で
や
っ
と
「
円
」
が
閉
じ
た
。

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
参
拝
し

た
後
、
納
経
所
で
結
願
の
記
帳
を

し
て
く
れ
、
記
念
の
数
珠
を
お
接

待
さ
れ
た
。

１
０
時
に
こ
の
地
に
住
む
昭
和

４
５
年
卒
業
の
松
山
東
高
校
３
年

１
０
組
の
同
級
生
、
藤
岡
夫
妻
と

再
会
し
た
。
ま
た
同
時
に
髭
の
弁

護
士
さ
ん
が
到
着
し
た
。
彼
も
明

日
高
野
山
に
お
礼
参
り
す
る
と
言
っ

て
い
た
。

（
以
下
次
号
）
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編
集
後
記

△

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
こ

の
３
年
間
、
法
律
に
基
づ
い

た
対
応
が
な
さ
れ
た
が
、
３

月
１
３
日
か
ら
マ
ス
ク
の
着

用
は
個
人
の
判
断
、
５
月
８

日
か
ら
「
２
類
相
当
」
か
ら

「
５
類
」
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
の
諸
活
動
も
感
染
予

防
に
努
め
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
活
発
化
す
る
で
し
ょ
う
。

△

前
号
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

編
集
担
当
者
と
し
て
は
、
原

稿
集
め
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

会
員
皆
様
の
積
極
的
な
投
稿

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

原
稿
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、

１
２
月
の
中
旬
ま
で
に
送
付

頂
け
れ
ば
掲
載
が
可
能
で
す
。

△

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
熱
中
症
に
気
を
付
け
て

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
子


